
産業経済 ／ 工業

鳥潟 右一
とりかた ういち

1883年（明治16年）～1923年（大正12年）

出身地 大館市

■ 無線通信研究の先
せ ん

駆
く

者
し ゃ

亡
な

くなるまでの十数年の短い研究生活の間に、無線

通信に関わる多くの発明を成し遂
と

げる。特にＴＹＫ

式無線電話の発明により、世界で初めて無線電話の

実用化に成功した。

１８８３年 大
お お

館
だ て

市に生まれる。幼
よ う

名
め い

・宇
う

一
い ち

。

１９０６年 東京帝
て い

国
こ く

大学工科大学電気工学科を首席で卒業。

逓
て い

信
し ん

省
しょう

電気試験所に入所。

１９０８年 タンタラム検波器を発明。

１９０９年 海外留学を命ぜられる。（～１１年）

１９１２年 ＴＹＫ式無線電話を発明。

１９１４年 三
み

重
え

県鳥
と

羽
ば

で無線電話の世界初の実用化開始。

１９１５年 東京帝
て い

国
こ く

大学より工学博士の学位授
じ ゅ

与
よ

。

１９２０年 電気試験所の第３代所長に就
しゅう

任
に ん

。

１９２３年 東京都で没
ぼ つ

。４０歳
さ い

。


